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1．はじめに

　われわれは，NIGHT保健体育研究会として「保健学習プログラムの開発とその実践的研

究」に取り組み，前々報の「保健学習プログラムによる実験的研究〔1〕1）」においては，

わが国で最も一般的な一斉学習ブログラムによる中学保健の実験授業の結果を報告し，更

に前報の「保健学習プログラムによる実験的研究〔II〕2）」では，学習は基本的には学習者

個人のなかで起る過程であり個人個人の行為であるとする学習の個別化理論に着目し，生

徒が持っている知識，興味，課題意識，学習ぺ一スなどの様々な個人差に応じて，ひとり

ひとりの学習を展開していくことが可能となるような中学保健の個別学習プログラムの開

発を手がけ，冬休み中の家庭学習として自主的に取り組ませた個別学習の実践研究の成果

について報告した。

　今回は，前々報のコミュニケーション・フローチャートによる一斉学習プログラム及び

前報のモジュール形式による個別学習プログラムの長所を生かし，各時間の基礎的・基本

的事項はまず一斉学習のなかで基本教材（及び基本問題）として題材展開を行い，その後

生徒の特性や反応に応じて発展・高度化ないしは補充していく中学保健のコース分け学習

プログラムを作成し，授業実践をフィルターとして実験的研究を行った。

＊長崎大学教育学部保健体育科教室，＊＊長崎県教育庁体育保健課指導主事，＊＊＊美津島町立浅海中学校教諭

＊＊＊＊高島町立高島中学校教諭，＊＊＊＊＊時津町立時津中学校教諭，＊＊＊＊＊＊上五島町立上五島中学校教諭
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II．コース分け学習プログラムの概要
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類似問

・内容の広がり深まりから

・目標の系統から

図1　学習の流れ

高度な
湖

表1　学習指導計画表

配当時問 学習内容
テキスト

ージ
教科書ぺ一ジ

第1時
1　自然環境とその利用

空気・日光と健康
〈1－1＞

〈1－6〉
84～88

第2時 水とその利用
く2－7＞

〈2－12＞
88～92

第3時
2　環境と適応

気温の変化と体温
く3－13〉

＜3－18＞
93～96

第4時 体温調節のしくみ
〈4－19＞

〈4－24＞
96～97

第5時 適応の限界
〈5－25〉

く5－30〉
97～98

第6時
3　至適条件と許容範囲

至適条件
〈6－31＞

〈6－36＞
99～102

第7時 許容範囲
〈7－37＞

〈7－42〉
102～104

第8時
4　廃棄物と環境の保全

廃棄物と自然の浄化作用
＜8－43＞

〈8－48〉
105～108

第9時 廃棄物の処理
〈9－49＞

〈9－54＞
108～110

第10時 公害と健康
〈10－55〉

〈10－62＞
111～113

＊この学習ノートは，学習研究社発行教科書「中学校保健体育」を使った授業に対応させて
作られています。

　前々報の一斉学習プログラム及び

前報の個別学習プログラムの両方に

含まれている「環境の衛生」単元に

ついて実験授業をフィルターとした

実践的研究を行ってきたので，一斉

学習，個別学習及びコース分け学習

の比較研究のための資料収集の意味

も含めて，中学保健「健康と環境」

単元についてコース分け学習プログ

ラムを作成した。

　コース分け学習プログラムの各時

間の学習の流れは，内容の広がり・

深まりと目標の系統から図1のよう

に構成したが，目標に対する達成度

をみて教材を提示し，反応過程を目

標と照合して次の教材を提示する方

法をとった。

　各時問の学習の流れは，準備した

　　　　　　　　　　　授業案を参

　　　　　　　　　　　考にして基

　　　　　　　　　　　本教材によ

　　　　　　　　　　　る一斉学習

　　　　　　　　　　　を展開した

　　　　　　　　　　　のち基本問

　　　　　　　　　　　題によって

　　　　　　　　　　　形成的評価

　　　　　　　　　　　を行い，

　　　　　　　　　　　70％前後の

　　　　　　　　　　　達成度を通

　　　　　　　　　　　過した者は

　　　　　　　　　　　発展教材へ，

　　　　　　　　　　　それ以下の

　　　　　　　　　　　達成度の者

　　　　　　　　　　　は補充教材

　　　　　　　　　　　へすすませ，

　　　　　　　　　　　以後も同程

　　　　　　　　　　　度の達成度

　　　　　　　　　　　の通過に
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よって，矢印のような学習のコース分けを指示している。なお，補充問題の達成度を通過

できない者には課題を与えて，教師の個別指導を強化することとしている。

図2　授業案（7時間目）

材
標

題
目

L
2
。

許容範囲（No．3至適条件と許容範囲）

（1）室内の空気条件、特に二酸化炭素や一酸化炭素は、人間の諸活動によつて生じるが、それ

らの濃度が一定以上になると、時間の経過とともに、人間の生命・健康に重大な影響を及ぽ

すことを理解させる。

（2）人間の生命・健康を守るために、有害な成分に対する許容範囲が決められていることを理

解させる。

3．過程

学　習　内　容 指　　導　　過　　程 予想される生徒の反応 備　　　　考

呼吸と 囲1息を止めて、しばらくの間じつ ・酸素不足 r二酸化炭素の増加」
導

二酸化炭素 とがまんしてみようo苦しくなる ・二酸化炭素がふえる に気づかせる

ね。どうしてだろう？ ・空気がたりない

入
國　　P呼吸と二酸化炭素」の話

「血液のガス交換」の話

空気の汚れと 囲2なぜ、息が苦しくなつたり、気 ・酸素が減少

二酸化炭素 分が悪くなつたりするのだろうか？ ・二酸化炭素の増加

。空気の成分 國・騨一1を利用する・ ●0．1’》0．15％恕限度

展
。二酸化炭素の増加　　1人が1

時間で排出する量は約202

・二酸化炭素の 園3ガス量が増加するとどんな症状 ・頭がいたくなる ・検知器を使つて調ぺる

濃度と中毒症 があらわれるだろうか？ ・めまい こと

状 ・意識がなくなる ・検知器を見せる

國・測一1を利用する・

。発生源・特性等を述べる。

空気の汚れと

一酸化炭素 園4一酸化炭素を吸うと、どうなる ・はきけ ・タバコの煙の中にも混

。一 化炭素の だろうか？ ・めまい 入していることをつけ

濃度と中毒症 ・ケイレン 加える

開
状 國・表聖2酬勝う・

・発生源・特性等を述べる。

・死　亡
・0．01％恕限度

◇

ま ま　と　め 二酸化炭素や一酸化炭素の発生と

と
健康について説明し、許容範囲があ

め
ることをまとめる。

ノ
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囲

　
範

　
容

　
許

剛問
皿

塒Hル轄邸

　許容範囲とは，それをこえるとわたしたちのからだにとつて明らかに有害と

されている限界内のことである。とくに，ごく微量であつても，わたしたちのから

だにとつて有害な成分に対しては，これ以上こえてはならないという限度がき

められている。このことを室内の空気条件のうち，空気の成分について考えて

みようo

基本教材
図辺一1　空気の化学的組織（乾燥状態）

　　　　　　　二酸化炭素アルゴン
　　　　　　　　　0．03％0．94％

　　酸素
　　20．93％

　　　　空気

　　　　　　　　　微量
　　　　窒素　　　要素
　　　　78．10％　　i水素，ネ
　　　　　　　ン（リウム，
　　　　　　過酸化水素など

　　　　（正進社「中学保健体育ノート」）

清浄な大気一一一一窒素・酸素が比較的

　　↓　多くふくまれるo

人間の活動によつて汚されているQ
（大気汚染）

　　　　　　　　（暁教育図書
表皿一2　一酸化炭素　「新保健体育ノート」）

　①一酸化炭素の濃度と中毒症状

表唖一1　　二酸化炭素

　①二酸化炭素の濃度と中毒症状

濃度（紛 中　　毒　　症　　状

2．5 数時間吸入しても異状なし

3 呼吸の深さが増加する

4 局所症状あり。その他頭部圧迫感，・
数時間持続する頭痛，耳鳴り，どうき，

血圧上昇，精神興奮，めまい億識消失

6 呼吸数がいちじるしく増加する

8 呼吸困難がいちじるしくなる

10 意識消失，死亡

20 生命に重要な中枢の完全なまひ

濃度（殉

0。02

0．04

0．08

0．16

0．32

0．64

1．28

中　　毒　症　　状

2～3時間以内に前頭部に軽い頭痛

1～2時間以内で前頭痛・はぎけ，
2．5～3時間で後頭痛

45分で頭痛・めまい。はきげ。けいれ
ん，2時間で失神

20分で頭痛・めまい・はきけ，21時間
で致死

5～10分で頭痛・めまい，30分で致死

1～2分で頭痛・めまい，10～15分
で致死

1～3分で致死

　　　（暁教育図書「新保健体育ノート」）

二酸化炭素は自然の大気中にも0．03～

O．04％ぐらい含まれている。

発生源→物質の燃焼，人体の呼吸作用

　　　　で増加。

特性→無色・無味・無臭
許容範囲→空気中に0ユ～0ユ5％以上で有

　　　　害。　（空気汚染の指標）

一酸化炭素は自然の大気中にはない。

発生源→都市ガス，タバコの煙，自動車

　　　　の排気ガス，物質の不完全燃焼

特　性一→無色，無臭

許容範囲→空気中に0．0■％以上で有害。

毒　性→血液中のヘモグロビンと結合し，

　　体内の酸素が欠乏して中毒を起す。

　次の各丈の（

※学習が終わつたら・次ページの基本問題を解いてみよう・

）の中に，下から正しい番号を選んで記入しなさ》㌔

　●人間に一番必要な酸素は空気中には（　）％含まれている。

⑳・・約78％　2・約2・％　3…％　　　□

　●一酸化炭素の特性は（22－08）の気体で，血液の（22一⑨と結合し・酸素不足に

　　なり，中毒症状をおこす。

⑳・・う弾絶・纈2・無色・有臭3・無色・鰻　□
⑳4・ヘモグ・ビン　5・ヘモスタミン　　　　ロ

　このような
コース分け学習

によって，生徒

が各自の学習能

力に応じて保健

学習に興味・関

心を持ちながら

主体的に学習を

展開するととも

に，学習内容に

関連した「課題」

を自発的に見出

して，課題解決

的学習を自主的

に展開すること

を期待している。

　今回の実験授

業は，中学保健

「健康と環境」

単元（10時間）

について作成し

たコース分け学

習プログラムに

よって行なった

が，生徒に使用

させる学習ノー

トは，どこの学

校でも平常の保

健授業で使用で

きるいわば共有

財産みたいなも

のにするために，

県下で採択率の

高いG社発行教
科書「中学保健

体育」に準拠し

て作成した。

　教師は授業案

（B5版11頁）

に従って各時間
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　●二酸化炭素は自然の大気中にも（22－1①ぐらい含まれている。増加するのは

　　（22－11）の燃焼や，人体の呼吸作用による・

⑳・・…5～Q・・4％　2…5～・・4％　5・物質　□

⑳4・人体　　　　　　　　　　□
　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇

※4問以上正解の人は発展教材へ，3問以下の人は補充教材へ進んで下さい・

発展教材
表皿一3　二酸化炭素の呼出量（成人1入あたり）（暁教育図書「新保健体育ノート」）

　　　　　　　　　　　　　　⑫二酸化炭素一一呼吸によつて酸素をとりこみ・

　　　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素を排出している。ものを燃やせば

　　　　　　　　　　　　　　　発生する。
　　　　　　　　　　　　　　　換気の悪いへやで多ぜいの人が長い時間いた

　　　　　　　　　　　　　　　り・排気設備のないガスストーブや石油スト

　　　　　　　　　　　　　　　ーブをつかつていると二酸化炭素がふえるo

令二酸化炭素が・人間の日常生活の活動（呼吸

　など）の中でも発生することを知ろう・

図W－2　いろいろなものや場所での一酸化炭素濃度（正進社「中学保健体育ノート」）

エネルギー

　謝率
作業程度 二酸化炭素

出量（mシh）

0 就寝　時 0．011　～

0～1 極軽作業 0．0129～0．0230

1～2 軽作　業 0．0230～0．0330

2＾4 中等作業 0．0330～0．0538

4～7 重作　業 0．0538～0．0840

　石炭の煙　　　自動車の排気ガス　　　　都市ガス　　　　たばこの煙　　　トンネル内自動車

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排気ガス

　　　16・0％　　　　6．0～7，0％　　　　6，0～8．0％　　　0，5～1，0％　　1．9％（平均）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．6％（最高）

補充教材

※学習が終わつたら，次ページの発展問題を解いてみよう。

　窓やドアを閉めきつて，私たちが数時間生活していたらどうなるでしようかQ

室内の空気は汚れ，酸素が少なくなりますね。そうなると人間の呼吸活動は正

常なリズムがこわされ，深呼吸をするようになり，特に呼気のとき沢山の空気

を吸入するようになります。更に，その状態が続くと，二酸化炭素の増加で頭

痛やめまい等の中毒症状が現われ，死亡することもあるのです。したがつて，

人間が生活する上には，沢山の新鮮な空気が必要になつてくるので，窓やドア

を開け，また，人工的器具を使つて，汚れた空気をいれかえる必要がでてきます。

図w－3　　自然換気

（暁教育図書
「新保健体育
ノート」） ノ

一
4

人　工　換　気

・窓やとびらをあける　　・換気筒をつける ●換気扇をつける

※学習が終わつたら・次ページの補充問題を解いてみようo

81

の学習指導を行

い，生徒には学

習ノート（B5

版62頁）及び正

解答集（B5版
11頁）を持たせ

て，基本問題以

後の学習の流れ

に従って自主的

に学習をすすめ

させた。

　「健康と環境」

単元の時間配当，

学習内容等は表

1の通りであり，

7時間目の授業

案を図2に，学

習ノートを図3

に，正解答集を

表2に例示した。

　III．コース分

け学習の実験授

業とデータ収集

　中学校保健
「健康と環境」

単元のコース分

け学習プログラ

ムによる実験授

業は，昭和61年

度に長崎県下4

中学校（西彼2

校，五島1校，

対馬1校）の男
女生徒96名を対

象に実施したが，

各時間のデータ

数は欠席者数に

よって異なり表

3の通りである。

　生徒の反応と
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　次の各丈の（　）の中に，下から正しい番号を選んで記入しなさい。

　●二酸化炭素は就寝時でも（　）mシ五程度呼出されている。

⑳・・…3　2・・…　3・…2　　　　　　□

　●一酸化炭素濃度は場所や物質によつてちがう。自動車の排気ガスには（22

　　－13）％，たばこの煙には（22－14）％含まれているo

⑳・．6．・～・。72．6．・～8。・3…9～3・6　　□

、（⑳生・・5～L・　　　　　　　　□
　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　◇

　　　※2問以上正解の人は高度な教材へ，1聞以下の人は類似教材へ進んで

　　　　下さい。

　次の各丈の（ ）内から・正しい語句を選んで番号で答えなさい。

　●自然の大気中には，二酸化炭素は（①あ　る　②な　い）。

⑳　　　　　　　　　　　　　　□
　●私たちが深呼吸をするのは，体内に沢山の（①ちつ素　②酸素）を一時
　　的に取り入れるためにするのです・

⑳　　　　　　　　　　　　　　 □

　●台所の汚染された空気を人工的にいれかえるものとしては（①換気筒

⑳②換気扇）澱的であるo

　　　□
　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　◇

　　　※2問以上正解の人は基本教材と基本問題の復習をして発展教材へ進ん
　　　　で下さい。1問以下の人は，下の課題をして下さい。

課題
・二酸化炭素の発生源は

Q一 化炭素とヘモグロビンとの関連は

類似教材
表辺一4　望ましい換気回数
　（暁教育図書「新保健体育ノート」）

へやの種類 換気回類（毎時）

居　　間 1～2

客　　室 3～5

浴　　室 1～2

便　　所 3～5

台　　所 40

劇場。講堂 4

大衆食堂 4～10
事務室・化粧室 12

小へやの種類による適切な換気回数

を知ろうo

　人間が室内で活動していると，どうして

も二酸化炭素は排出されます。最近の家屋

は，合板・セメント・アルミサツシ等で密

閉状態になり，室外への排出が困難になる

ので，窓を開けてやつたり，動力を使つて

換気に注意しないと健康に悪いのです。

　左の表を見て，考えてみよう。

※学習が終わつたら，次ページの類似問題を解いてみよう。

しての学習デー

タのうち，客観

テストの解答は

マーク・カード

に記入させコン

ピュータによっ

て統計的に処理

し，言葉や文章

による解答は採

点を行った。

　IV．結果の整

理と考察

　1．コース分
け学習の問題別

実施率

　コース分け学

習の各時間の問

題別実施率及び

10時間を合計し

た問題別実施率

を図4に示した。

　基本問題は全

時間とも全員が

取り組み，図4
では基本問題の

達成度を通過し

た者をYES，

通過できなかっ

た者をNOとし

た。基本問題Y

E　Sの者は発展

問題に取り組む

ことになるカ§，

ここでも発展問

題の達成度を通

過した者をYE

S，通過できな

かった者をNO

とし，発展問題

に取り組まな
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高度な教材
（
殉

3．2

2。8

2．4

2．0

1。6

1．2

0．8

0．4

0

図W－4　（川畑愛義「保健体育概論」）

下窓をしめ

　　ている

一　一

上窓はいつも
み（10分）全　　　　一　一一一

目、 ・て

時　　　　　一　一　　　　　’

　　’ノ　’
’
’

、
、
、

　　　’　’　’
、
、
、

　　　’　’　’’　
！
’
’

　　30　　　　50　60　　　　　　30　　　　50　60　　　　　　30

←1時限一一判←2時限→1←3時限→

（■）教室内における二酸化炭

　素の増加を左表でみてみ

　ましようo

（紛　室内に多人数が密集していると，室内の空

　気の状態はどのように変化して健康に害を与

　えるのだろうか。下にまとめようQ

　・温度や湿度が上昇し，むし暑くなる。

　。空気中のごみや僚こφが増加する。

　・空気中の細菌数を増加する。

　。二酸化炭素が増加する。

50《分）

　　図辺一5　自然換気

～

換気筒

←

→

←出口　　出口→

入り口　　入り口
→　　　　　　　　　　←

→

←

（正進社「中学保健体育ノート」）

※学習が終わつたら，次ページの高度な問題を解いてみよう。

　各丈の（ ）内に適することぱを下から選んで，番号で答えなさい。

　●居間の換気回数は（　）回でよい。

⑳LO2・1－23・3－4
　●便所の換気回数は（　）回でょい。

⑳■・3～5　2・4～6　3・5～7

　●室外への排出が困難になると・窓を開けた鱈（

　　するo
⑳1。原子力　　　2。人　力　　　3。動　力

□

　　　　　　□

）を使つて換気に注意

□

●室内に多人数が密集してる状態で，空気変化と健康との関係を書き出しに従

つて，まとめなさいo

匝〉温度や湿度が
o

匝）空気中のごみや
O

匝）空気中の細菌数を

匡亘）　二酸化炭素が

o

o
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かった者を不
（不実施者）と

した。

　一方，基本問

題NOの者は補
充問題に取り組

むことになるカ㍉

補充問題の達成

度を通過した者

をYES，通過

できなかった者

をNOとし，補

充問題に取り組

まなかった者を

不（不実施者）

とした。

　上記以外の
コースに取り組

んだ各問題は，

YES，NOの
区分をせずに一

括して実施者数

（率）で示した。

　基準的な学習

の流れである

「基本問題YE

S→発展問題Y

ES→高度な問

題へ」の各時間

の実施率が，合

計の同じ学習の

流れの実施率を

上回ったのは

「1．空気・日

光と健康」，「II．

水とその利用」

及び「VI皿．廃棄

物と自然の浄化

作用」であり，

この3つの学習
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表2　正解答集（7時間目）

題材名 問題名 番　号 正　　　解
学習ノー

ページ

正解答集

一ジ

W
　
　
　
許
　
　
　
容
　
　
　
範
　
　
　
囲

基本問題

22－07 2

7－38 2

22－08 2

22－09 4

22－10 1

22－11 3

発展問題

22－12 2

7－40 422－13 2

22－14 4

補充問題

22－15 1

7－40 522－16 2

22－17 2

類似問題

22－18 2

7－42 722－19 1

22－20 3

高度な問題

7P
上昇し，むし

くなる。

7－42 117Q
ほこりが増加

る。

7R 増加する。

7S 増加する。

注：高度な問題である7P，7Q，7R，7Sは，「言葉や文章による解

答用紙に記入させ，他の問題は「マーク・カード」に解答させた。

内容は生徒にとって理解し

やすい事柄と考えられる。

逆に，合計の同じ学習の流

れの実施率を下回り理解度

の低い学習内容と考えられ

るのは「IV．体温調節のし

くみ」及び「V．適応の限

界」である。

　合計の基本問題の達成度

を通過したYE　Sの者は
83．1％と当初想定した85％

前後に近いが，発展問題の

達成度を通過したYE　Sの

者は60．4％と当初想定した

70％前後を10％程度下回っ

た。これは「皿．気温の変

化と体温」，「IV．体温調

節」，「V．適応の限界」，

「IX．廃棄物の処理」及び

「X．公害と健康」の発展

問題YE　Sの者が50％以下

であることに起因しており，

この5つの学習内容の教材

構成と問題設定について検

討する必要がある。

　なお，今回はマーク・カー

ドと言葉や文章による解答

集に解答のみを記入させた

ので，問題から次の問題に

至る過程としての教材への

表3　各時間の学習者数

時　　間 1 I
I

I
I
I

IV V VI V皿 V皿 IX X

学習者数 95 96 91 87 95 93 89 93 89 89

取り組み状況及び教材と問題との関連を明確に把握できなかった。今後は発展教材，高度

な教材，補充教材及び類似教材への取り組みもチェックさせる等，全ての学習の流れにつ

いてのきめ細かな把握が必要である。

　各時問の学習の流れについての細かな分析報告は本研究では省略し，以下には単元全体

を総合整理した資料に基づいて考察をすすめることとする。



85
佐

伯
・

野
中

・
一

瀬
・

前
田

・
宮

田
・

岡
村

：
保

健
教

育
研

究
（

IV）

一
一

一

一
一

　
8一

一
　

　
●

（
露

一
一

一

　G一一　　●　o

一
一

一
『
「

一

　
倉
一
　
嶋

一
爲

　
含

　
二

「
胃
）

一
〇

含㎡
8■

合N
（
（
く
ρ

『
）

う
一

〇
〇

命■
禽㎡

爲
公謡

o謡
o　

s
　

憲

爲㎡

e
）

　
ゆ）

e
）

）
）

）
頃

e
）

）
）

）
）

N）

oり
一

　
一一
遡

お
一

㎝
　

一
う
一

㎝φり

oう
ご
Q一

一
　

一　遡
N㎝

一
一

一
一

1喧
一

一
一

一
一

1喧
一

一
一

一
一

一
　

10E
一

遡
遡

翼
遡

遡
遡

遡
遡
遡

遡
遡

遡
遡

遡
遡

遡

，匝↑ー［

10団
o匠

確
確↑一

1
哩

圃
喧

1喧
1喧

一

10Elロ
度

10E

裡一

櫨

門
『
「

o属

G6ご

P試◎

o高）

含
食
6）◎

〉
一

9一
oN一

一一

内
22一

奪
華

奪
奪

奪
奪

蛭
壕

壕
緊

騒
騒

一
一

一
r「

一
一

一
一

一
一

門
一
一

一
食

o
倉
q

o
8

爲
o

禽
爲

食
食
爲

o
㎡

謡
N謡

N
謡

㎡
べ

ぺ
㎡

■
謡
N

謡

）
）

）
）

）
）

〉
）

）
）

）
）
）

）
φ
う

祠
㎝
一

㎝
轄

ピ
｝
c
¶

N
ひ
り

卜
｝
岨
c¶

一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
一

一
釈

釈
曝
囲

枳
釈

囲
囲

襯
襯

釈
囲
囲

傾
埋

繹
潔
潔

簿
鐸

潔
螺

鰹
澤

無
熈
蝋

寧
↑

↑
↑↑

↑↑
↑
↑

一
一
一

門
一

一
門

一
一

一
一

一
一

一
　
　
　
一

一
一

貧
禽

富
a
o

8
＄

盆
禽

a
念

命
愈

爲
爲

含
8

6
尋
お

㎡
謡

尋
幡

φ
尋

蕊
づ

お
■

鴇
　

ぺ
箇

■
鐙

）
）

）
）

卜V
o

）
）

ε
㎝）

）
）

）
　
　
　
）

ε
N）

N
ぐ

ゆ
o◎

一
9

雲
o嬉

め
卜

OQ
ぐ

ビ
為
　
　
c糧

卜
ぜ

OQ
噂

へ
oり

N
冒

一
一

冒
一

冨
一

冒
一

冒
一

一
冒

一
　
　
　
一

冒
一

望｝畷

窪
隆

望
樵

」択

聖り曝

窪
望
望

望
　

　
…

愛
　

博

囲

望
　

窪
　

博

　
択

望　
窪

囲

　螺↑［

無↑1一

潔↑一

寧↑一

螺↑一

簿↑門

蝋↑一

命
禽

6
含

a
含

o
嶋

尋
づ

6
■

＆
6

e
〉

e
o

＄
o

じ

蕊
騨

⑩OQ
9

ooo

コ
お

冨
一

舅
一

冨
一

冨
国＞

o～
国＞

望
国＞

裳
国＞

Lr」糊

l
r」終醐

終期

・
A
’

々
P

申
旺
！

々
P

e幻
卿

．
嫁
訳
慢

鵠
．
A雇

⑩o
．

蝉
蓼

蝉
蕊

．
蝉

一
剰
田
越

目
蕎

e
目

脈
憾

置
ヒ

雄

楓1辮羅蝋寅躍誕麹朴惣ΦK－n　マ区



長
崎

大
学

教
育

学
部

教
科

教
育
学
研
究
報
告
　
第
13号

8
6

［（尊．oo尊）導］翼嬢

［（一．一）一　］遡確

［（祠．桝）　］華鞭

［（一．一）　憲｝壕

［（N．N）偶　］奪壕

（ぬ．O〉O　］囲熈

［（㎝．㎝）N　］遡砲

［（一．倒）

［（一．一）

］遡愼

］遡慨

［（oo．畔）》　］囲蝋↑ー［一
一
一

（
（
（

ピ
》
㎝
の

ト
φ

俗
ト

ー

）
）
）

卜
φ
つ
ト
・

［（の．副）“　］奪騒

［（祠．一）一　］奪騒

［（一．桝）一　］襯窪

［（一．oo畔）零］遡裡

［（一．祠）剛］釈繹

［（㎝．oう）oo

［（ぜ．ゆ）頃

［（一．oうト〉ooO

［（㎝．oo骨）尋］遡確

［（一．国）国　］遡確

［（O．一）桝　］遡確

［（一．㎝）N　］華騒

［（O．一）帽］奪騒

［（O．桝）一］奪騒↑1［
（㎝．oo）oo

（O．一）圃

］囲耀

］囲熈↑1［
（N．ゆ〉め

（oo．⑩）O

［（O．一）一　］遡確

［（O．一）一］奪騒

門（O．一V一　］奪藁

［（oう．卜）卜　］哩熈［（卜．卜桝）＝

［（O．一）一］釈驚↑［

〈ゆ。⑦へ）oQN］OZ

［（剛．㎝）㎝

［（一．丙）N］遡宛↑1［（O．鴇）翰］奪騒

］遡胆

［（》．鵠）oooo］遡塵

［（一．oう）oう　］釈擦

皿
…

終輔

［（頃．寓）O。o］遡確

　　［（oo．cq）～　］遡確

［（一．一）一］遡確↑ー［（O．“）ぐ　］奪騒

［（一．一）一

［（oう．偶）N

［（O．ぐ）郊　］哩潔

］遡腱↑［（oう．N）ぐ『　］奪騒

］遡確

［（郊．oう）oっ　］囲蝋

［（O．O）O　］囲螺㎜
…

魏ooO

照．
鯉

琴
闘

輩

嬉鵠
　騰鰹

e遠網

　．》

卿卜oo

　兎V

⇒e轟



87
佐

伯
・

野
中

・
一

瀬
・

前
田

・
宮

田
・
岡
村
：
保
健
教
育
研
究
（
IV）

［（O．馬〉爲］腿砲

　　［（～．N）㎝　］遡炮

［（N．㎝）㎝

［（N．内）国

［（㎝．8）oo一

］遡裡

［（祠．祠）一］奪騒↑ーー［一
一
一

（
（
（

畔
一

頃
oつ

一
ぜ

〉
V）

o◎
一
畔

］遡裡↑1［

　　　　［

］遡恨

（O．卜NV爲］奪緊

（
一

一）幅］奪騒

［（一．一）一］櫃無

　随誰鐸一“い籠∀

［（§。。。。］婁『

　　［（国．㎝）N　］遡裡

　　［（一．一）一］遡確

　　［（N．oう）oう　］遡確

　　［（N．oう）oう　］遡確

　　［（N．N）㎝

　　［（卜．鍔V零］遡確

［（り富）8］遡瞳

［（一．一）一］奪騒

［（一．一〉一］奪騒

［（ぜ．の）め

［（一．一）一

［（｝．嶋）ゆ

］囲潔↑ー［

］囲潔↑1［

］哩熈↑ー［

］遡確↑ー［（め．O）⑩

　　　　［（一．一〉一

］奪騒

］奪騒

［（一．一）一　］釈霧

“
欝
…

碁一↑　∀

［（騨．oo頃）鍔］遡裡

　　［（卜．O）O　］遡確

　　［（一．一）一　］遡裡

　　［（一．糊）一　］遡裡

　　［（頃．》）尊　］遡憧

［（O峰）め　］華騒

［（一．一）一　］奪緊

［（O．コ）oっ一

［（一．一）一

］哩螺↑ー［（O．oo一）〇一

］嘔潔↑ー［（一．一）一

［（一．一）一

［（一．一）一］囲螺［（畔．oo〉oう

華綴渾－［甕）8］窪

［（卜．⑩）O　］奪鞭

［（一．一）一］華鞭

［（一．一）一

［（O．暮）9］遡確

　
鱒

終樽

卿Ooo

圏叡e

馨蘇螺

　．図［

卿ooc隠

　匪母

ギ髄e

簑皿刃

馨襯選

　。騨

喫①oo

　　園

瑠即編

　．潔



88 長崎大学教育学部教科教育学研究報告　第13号

［
§
）
　
器
露
ー
皿
『
一
〔
一
肥
麟
U
…
羅
蔀
釈
鴛
－
［
豊
）
コ
］
髪

［
（
尊
．
o
う
）
の
　
］
遡
慨

霧
訂
雛
ー
m
鶴
一
w
　
幽
醸
　
　
　
蕪
罪
旨
　
ー
［
（
鰻
尊
。
．
）
ゆ
ト
］
の
国
＞

一r」
　　益

［
（
o
o
．
＄
）
爲
呂
遡
愼

　
　
［
（
内
．
O
）
㎝
　
］
遡
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
o
う
．
O
）
o
っ
　
］
奪
壕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
O
．
桝
）
O
　
］
峯
騒

　
　
［
（
め
．
一
）
コ
］
遡
裡

　
　
［
（
一
．
O
）
一
　
］
翼
恨

　
　
［
（
一
．
O
）
一
］
遡
確
↑
［
（
o
o
．
O
〉
卜
　
］
奪
壕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
一
．
O
〉
一
　
］
華
緊

　
　
［
（
o
う
．
O
〉
o
う
　
］
遡
健

　
　
［
（
一
．
O
）
祠
　
］
遡
裡

　
　
［
（
一
．
O
）
桝
］
腿
確
↑
［
（
｝
．
O
）
劃
　
］
奪
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
。
o
．
O
）
o
o
　
］
奪
騒

　
　
［
（
卜
．
一
〉
㊤
一
］
遡
確

　
　
［
（
一
．
O
）
一
　
］
遡
確

　
　
［
（
N
．
O
）
N
　
］
腿
確

　
　
［
（
N
．
㎝
）
O
㎝
］
遡
確

　
　
［
（
o
o
．
一
）
黛
］
遡
確
↑
1
［
（
O
．
鯉
）
O
コ
］
奪
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
㎝
．
㎝
）
8
］
奪
瞭

　
　
［
（
卜
．
o
o
o
う
）
躊
o
っ
］
遡
恨

［
〈
o
o
．
爲
）
o
o
内
］
遡
櫨

卿
⑦
o
o

　
遷
製

刃
帥
趨

　
．
図

［
（
o
o
．
O
）
卜
］
旧
指
簿

［
（
o
う
．
一
）
N
一
］
枳
簿

［
（
N
．
一
）
＝
］
釈
無

蒙
眠
｝
ー
［
（
一
・
・
…
）
㎝
－

［
（
O
．
o
う
）
O
o
う
］
哩

［
（
㎝
．
一
）
コ
］
哩
螺

［
（
め
．
“
）
尋
］
躍
熈

［
（
O
．
卜
）
茜
］
旨
＞

［
（
①
．
o
o
）
O
o
う
］
O
Z

、
ー

襯
羅
↑
［
（
①
．
〇
一
）
逡
朔
］
O
Z

［
（
O
．
⑩
）
逡
］
旨

終
増

需
¢

卿
ト
一
①

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
を
，
h
4
の
れ
一
ん
分
た
示
の
あ
基
↓
S
あ
本
発
類
C
↓
S
」
・
↓
↓
の
と
実
れ
す
外
の
り
合
の
あ
ス

に
体
て
コ
る
習
そ
コ
す
に
し
に
来
で
●
S
E
へ
基
↓
↓
「
O
E
へ
D
O
O
」
ス
の
そ
応
以
ス
よ
総
来
で
一

5
全
し
の
あ
学
と
の
す
と
示
1
本
ス
A
E
Y
度
●
S
O
玉
N
Y
展
「
N
N
へ
旨
そ
は
対
れ
㎞
率
，
本
ス
コ

図
元
計
来
で
の
れ
外
に
者
て
図
た
一
「
Y
展
高
B
E
N
へ
本
充
発
び
本
充
題
コ
，
率
れ
そ
コ
施
く
た
一
4

　
単
合
本
ス
つ
流
以
ス
だ
け
　
し
コ
る
本
発
↓
「
Y
展
似
基
補
↓
及
基
補
課
4
も
・
施
ぞ
る
の
実
高
し
コ
る



佐伯・野中・一瀬・前田・宮田・岡村：保健教育研究（IV） 89

図5　単元合体を総合した学習の流れ（％）

基本

［917名］

隣：：奮lll

一…

の実施率が
54．6％であるの

に対して，それ

以外のコースの

実施率は9．0％

と低く，全体的

な学習の流れは

本来のコースに

そってなされた

といえる。しか

し本来のコース

以外の実施率が

9．0％であることは，基本問題実施後に取り組むべき発展問題ないしは補充問題の不実施者

が8．0％であることとあわせて，生徒に対するコース分け学習のすすめ方についての指導と

ともに，コース分け学習全般についてのきめ細かな検討が必要であることを示唆している。

　図6には，発展問題及び補充問題の達成度の通過区分を基準値としたそれ以後の各問題

の実施率を示した。基本問題を通過できたYE　Sの者は83．1％を占め，このうち次の発展

問題を通過した者は72．7％，更に次の高度な問題に取り組んだ者は64，1％であった。一方，

基本問題を通過できなかったNOの者のうち，学習の流れとして指示した通りに補充問題

に取り組んだ者は41。3％，更に次の発展問題に取り組んだ者は56．3％であった。この両者

の比較から，基本問題の達成度を通過したYE　Sの者の方が，通過できなかったNOの者

より，それ以後の学習を指示されたコースに従って積極的に取り組んだことがわかる。

　ただし，基本問題がNOで次に取り組んだ補充問題もNOの者のうち，30．6％の者が発

展問題に取り組んでいること及び基本問題がNOで補充問題に取り組まなかった者のうち，

74．5％の者が発展問題に取り組んでいることから，特に補充教材→補充問題を学習したあ

との学習のコースについて，授業中の実態把握と教師の個別指導の強化を含めて，発展問

題との関連を検討する必要があることがわかった。

　2．達成度の違いによる基本問題・発展問題のY　E　S・N　Oの割合

　表4には，基本問題を何問中何問できたかという達成度の難易別にまとめ，それらの区

分ごとのYE　S・NO．の割合を示した。基本問題の達成度を通過して発展教材から発展問

題へすすむことになる基本問題YE　Sの者の割合は，「6問中4問YE　S（66．7％）」が

92．7％と最も高く，次いで「5問中3問YES（60．0％）」が87．9％とつづき，「5問中4

問YES（80．0％）」が79．5％と最も低くなっている。「6問中4問YES（66．7％）」に

は，YE　Sの割合が最も高い「1．空気・日光と健康」の95．8％及び次に高い「II．水と

その利用」の89．6％の2つの学習内容が含まれていて，身近な環境条件である両学習内容

についての日常体験的な学習効果が理解度を高めたものと考えられる。YE　Sの者の割合

が最も低い「5問中4問YE　S（80．0％）」でも79．5％と80％に近いところから，基本問題

の通過率設定は，4問中3問YE　S（75．0％），5問中4問YE　S（80．0％），6問中5問

YE　S（83．3％）等の80％前後の通過率が適当と推察される。

　表5には，基本問題の達成度を通過したYE　Sの者が取り組んだ発展問題について，各
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時間の達成度を難易別に区分し，

それらの区分ごとのYE　S，NO

の割合を示した。

発展問題の達成度を通過して高

度な教材から高度な問題へ進むこ

とになる発展問題YE　Sの者の割

合は，「5問中3問YES（60．0％」

の89．8％が最も高く，以下，通過

率難度が高くなる「3問中2問Y

ES（66．7％）」の82．6％，「4問

中3問YES（75．5％）」の

67．0％，「3問中3問YES
（100．0％）」の64．7％の順に，発

展問題YE　Sの者の割合は低く

なっており，発展問題YE　Sの者

の割合は発展問題の達成度難度に

反比例していることがわかる。

　ただし，「4問中3問YES
（75．0％」の群の中に，4番目に

YESの者の割合が高い「II．水

とその利用」の82．6％が含まれ，

また「3問中3問YES
（100。0％）」の中にも，3番目に

YESの者の割合が高い「Vlll．廃

棄物と自然の浄化作用」の86．1％

が含まれていることは，「発展問題

を通過するYE　Sの者の割合は，

達成度難度に反比例する」ことを

一応の方向性としながらも，各学

習内容の発展問題についての理解

度を予測した上で，総合的に検討

する必要があることを示唆してい

るといえる。

　3．個人別にみた「基本問題Y

E　S→発展問題Y　E　S」の者の割

合

　コース分け学習プログラム「健

康と環境」単元10時間のうち，1

時間欠席18名，2時間欠席10名，

3時問欠席1名であったが，表6



佐伯・野中・一瀬・前田・宮田・岡村：保健教育研究（IV〉 91

　表4　通過率の違いによる基本問題YES・NOの割合（％）　には基本問題をY　E　Sで通過し発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展問題もYE　Sで通過した者につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて，「基本問題Y　E　S→発展問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YE　S」の者の数を出席日数で除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して通過率として示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通過率の平均は61．8％で，10時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問のうち6時問は基本問題YE　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→発展問題YE　Sの学習の流れで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あったことになるが，個人の通過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　率平均を70％前後とした当初の想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定よりは8％程度低い結果が得ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた。これは図4において，合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の発展問題実施率が60．4％である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことと対応しており，更に「III．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気温の変化と体温」，「IV．体温調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節のしくみ」，「V．適応の限界」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「IX．廃棄物の処理」及び「X．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公害と健康」の各時問の発展問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施率が50％以下で

　表5　基本問題YESの者の発展問題通過率区分によるYES・NOの割合　あることが・ここで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　の個人別にみた「基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本問題YE　S→発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題YE　S」の者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割合を61．8％にとど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まらせた要因と思わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。更に通過率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50％以下の者が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．0％いることは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース分け学習の方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法を十分に理解させ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることや，教材提示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や設問等に工夫を加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えることを含めて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース分け学習全般

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　についての細かな検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　討の必要性を示唆し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。特に30％以

下の通過率を示す7．3％の保健学習不振者に対しては，課題学習による個別指導を強化する

必要がある。

基 本 問 題

通過率区分 番　号 YESの者 NOの者

5問中3問YES I
I
I 87．9 12．1

（60．0％）

6問中4問YES 1 95．8 4．2

92．7 7．3
（66．7％） I

I 89．6 10．4

IV 70．1 29．9

V 70．5 29．5

VI 81．7 18．3
5問中4問YES V

I
I 77．5 79．5 22．5 20．5

（80．0％） V
皿
1

84．9 15．1

IX 87．6 12．4

X 84．9 15．7

計 83．1 16．9

発 展 問 題

通過率区分 番　号 YESの者 NOの者 不実施の者

5問中3問YES 1 90．1 4．4 5．5

89．8 5．4 4．8
（60，0％） VI 89．5 6．6 3．9

3問中2問YES V
l
l 82．6 16．0 1．4

（66．7％）

I
I 82．6 17．4

4問中3問YES
I
I
I 56．3 33．7 10．0

67．0 29．1 3．1
（75．0％） IV 60．7 39．3

V 65．7 32．8 1．5

V皿 86．1 13．9
3問中3問YES

IX 48．7 64．7 51．3 35．3 一（100．0％）

X 58．7 41．3

計 72．7 24．9 2．4
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．実験授業後の生徒の感想
　表6　個人別にみた「基本問題YES→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10時問の実験授業を行ったのち，アンケート
　　　　発展問題YES」の者の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　調査によって生徒に感想を求め，その結果を表

　　　　　　　　　　　　　　　　　7に示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①従来のように教科書中心，教師主体で話し

　　　　　　　　　　　　　　　　　を進める方法より，今回のような教材別，問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　付きのやり方がよかった（わかりやすい）とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　る者が合計で59．1％であるのに対して，悪かっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　た（わかりにくい）とする者は合計で6．8％と低

　　　　　　　　　　　　　　　　　率であることから，今回のコース分け学習プロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　グラムの教材構成及び問題設定は一応の成果を

　　　　　　　　　　　　　　　　　あげ，コース分け学習そのものも歓迎されたと

　　　　　　　　　　　　　　　　　いえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②基本→発展→高度（又は類似）或いは基本

　　　　　　　　　　　　　　　　　・→補充→発展（又は課題）等のように教材と問

　　　　　　　　　　　　　　　　　題が続いたことに対して，この学習の流れは普

　　　　　　　　　　　　　　　　　通だとする者が63．6％，よくわかったとする者

　　　　　　　　　　　　　　　　　が20．5％と，この両者で84．1％を占めているこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　とから，コース分け学習の学習の流れはほぼ受
　通過率＿基本問題YES→発展問題YES　け入れられたといえる。反面，15．9％の者がむ
　　　　　　　出席　日　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　ずかしかったとし，その理由として問題がむず

かしかったとする者が50．0％，教材の内容がむずかしかったとする者が42．9％であったこ

とから，教材内容をわかりやすく再構成し，問題の意味内容を理解しやすいように工夫す

ることも必要である。

　③基本教材による一斉学習の時問が不足だったとした者は9．1％にすぎなかったが，コー

ス分け学習全体の時間が不足気味だったとした者は46．6％とほぼ過半数に近いことから，

教材構成と時問配当の関連についての検討が必要である。

　④答えを記入するマーク・カード方式については，簡単とする者が47．7％及び普通とす

る者が37．5％であるのに対して，複雑とする者は14．8％であるところから，マーク・カー

ドによるチェックは継続できると判断される。

　⑤学習ノートを自宅に持ち帰り，時間内に学習できなかった教材や問題を家庭で自習す

ることを期待した。いつもした者1．1％と時々した者36．4％は，前記のコース分け学習全体

の時間が不足気味だったとした者の46．6％より9．1％低率であるが，教室学習の時間不足を

家庭での自習で補う好ましい行動傾向がみられ，コース分け学習を家庭まで延長する方途

の検討も必要であることを示唆している。

　⑥高度な問題は知的思考力を高めさせる意味から解答の大部分を言葉や文章で記述させ

たが，記述式の問題はやさしかったとする者が10。2％であるのに対して，むずかしかった

とする者は27．3％であり，言葉や文章で解答させたことが高度な問題への取り組みを消極

的にし，かつ高度な問題の全般的な実施率を低下させた一要因となったことが推測される。

⑦学習内容で興味をもった（役に立った）事柄として「空気・日光と健康」，「公害と健

通過率
％）

人　数
人）

％
通過率

　均

100 8 8．3

61．8

90～99 9 9．4

80～89 9 9．4

70～79 13 13．5

60～69 21 21．9

50～59 11 11．5

40～49 10 10．4

30～39 8 8．3

20～29 5 5．2

10～19 0 0

0～9 2 2．1

計 96 100．0
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表7　コース分け学習による保健授業についてのアンケート
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ア　ン　ケ　ー　ト項　目
回答状況

男子％
44名）

女子％
44名）

総計％
88名）

1．従来のように教科書中心，教師主体で
を進める方法と，今回のような教材別，

題付きの方法は，今回のようなやり方

a．よかった（わかりやすい） 54．5 63．9 59．1

b．悪かった（わかりにくい） 6．8 6．8 6．8

c．わからない
（あまりわからない）

36．4 29．5 33．0

2●基本

灘
工
難
の
よ
う
に
，
教
材
と
問
題
が
続
き
ま
し
た
が
こ
の
流
れ
は

a．よくわかった 27．3 13．6 20．5

b．ふつう 47．7 79．5 63．6

c．むずかしかった 25．0 6．8 15．9

3．2でcにO印をした人だけ答えて下さ

o

a．教材の内容が 36．4 66．7 42．9

b．問題が 54．1 33．3 50．0

3．進行方向が（進め方が） 9．1 0 7．1

4．基本の内容の説明は15分～20分でした
，どうでしたか。

a．十分だった 15．9 13．6 14．8

b．ふつう 72．7 79．5 76．1

c．不足だった 11．4 6．8 9．1

5．2の流れでやって時間（50分）はどう
したか。

a．いつもたりた 27．3 22．7 25．0

b．たりた時が多かった 31．8 25．0 28．4

c，時々たりなかった 27．3 40．9 34．1

d．たりない時が多かった 9．1 4．5 6．8

e．いつもたりなかった 4．5 6．8 5．7

6．答えを記入するマーク・カード方式は a．かんたん 50．0 45．5 47．7

b．ふつう 31．8 43．2 37．5

c．ふくざつ 18．2 11．4 14．8

7．教材や問題の残りは家でやってみまし
か

a．いつもした 0 2．3 1．1

b．時々した 29．5 43．2 36．4

c．やらない方が多かった 31．8 22．7 27．3

d．まったくしなかった 36．4 31．8 34．1

8．記述式の問題は a．やさしい 15．9 4．5 10．2

b．ふつう 56．8 68．2 62．5

c．むずかしい 27．3 27．3 27．3

9．学習した内容で興味（役に立った）を
もった事柄を3つ選んでO印しなさい。

a．空気・日光と健康 36．4 61．4 48．9

b。水とその利用 34．1 47．7 40．9

c．気温の変化と体温 34．1 29．5 31．8

d．体温調節のしくみ 36．4 31．8 34．1

e．適応の限界 22．7 11．4 17．0

f．至適条件 25．0 4．5 14．8

9．許容範囲 11．4 2．3 6．8

h．廃棄物と自然の浄化作用 22．7 15．9 19．3

圭．廃棄物の処理 25．0 34．1 29．5

」．公害と健康 47．7 50．0 48．9



94 長崎大学教育学部教科教育学研究報告　第13号

康」がともに48．9％，次いで「水とその利用」が40．9％，「体温調節のしくみ」が34．1％，

「気温の変化と体温」が31．8％の順であり，生徒達は空気・日光・水等の身近かな環境条

件，公害及び体温の変化と調節に興味をもったことがわかる。

V．おわりに

　本研究では，中学保健「健康と環境」単元について，10時間のコース分け学習プログラ

ムを作成して実験授業を行った。各時問の基礎的・基本的事項はまず一斉授業のなかで基

本教材によって題材展開を行ったのち，基本問題によって形成的評価を行い，70％前後の

達成度を通過した者は発展教材へ，それ以下の達成度の者は補充教材へすすませ，以後も

同程度の達成度の通過によって発展・高度化ないしは課題化していく学習の流れに従って

コース分け学習を展開させた。

　学習データのうち，客観テストの解答はマーク・カードに記入させコンピュータによっ

て統計的に処理し，並びに言葉や文章による解答は採点を行った。このようにして把握し

た生徒の反応及び実験授業終了後のアンケート調査から次のことがわかった。

（1）今回のようなやり方が悪かった（わかりにくい）とする者は6．8％と低率で，よかった

　（わかりやすい）とする者が59．1％であったことから，今回のコース分け学習プログラ

　ムの教材構成及び問題設定は一応の成果をあげ，コース分け学習そのものも歓迎された

　といえる。

（2）生徒が興味をもった（役に立った）とした学習内容は，空気・日光・水等の身近かな

　環境条件，公害及び体温の変化や調節である。一方，基準的な学習の流れである「基本

　問題YE　S→発展問題YE　S→高度な問題へ」の達成度が高かった学習内容は「1．空

　気・日光と健康」，「II．水とその利用」，「Wii．廃棄物と自然の浄化作用」であり，達成

　度が低かった学習内容は「IV．体温調節のしくみ」，「V．適応の限界」である。

（3）図1に示した本来の学習の流れであるA，B，C，Dの4つのコースの実施率が54．6％

　であるのに対して，それ以外のコースの実施率は9．0％であるところから，全体的な学習

　の流れは本来のコースにそっていたといえる。

（4）基本問題の達成度を通過した者の方が通過できなかった者より，以後の学習において

　指示されたコースに従って積極的に取り組んだことがわかった。

（5）マーク・カード方式を複雑だとする者は14．8％と少なく，マーク・カードは継続して

　使用できると判断されるが，コース分け学習の学習の流れを総合的に把握するためには，

　今回行った各問題の解答以外に，各教材への取り組み状況並びに課題学習の成果につい

　ての記録も必要であり，生徒の反応のチェック方式の拡大充実について検討する必要が

　ある。

（6）基本問題の達成度の設定は，「5問中4問YE　S（80．0％）」，「6問中5問YE　S

　（83．3％）」等の80％前後の達成度の設問が適当である。

（7）発展問題の達成度については，発展問題の達成度を通過する者の割合が発展問題の達

　成度の難易に反比例することを基盤にして，生徒の理解度を予測した上で総合的に設定

　する必要がある。

（8）教室内学習の時間不足を家庭での自習で補う行動傾向がみられたことから，コース分

　け学習を家庭まで延長する学習の流れについても考慮する必要がある。
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（9）学習時間が不足気味だったとする者が46．6％いるところから，教材構成と時問配当の

　関連についての検討が課題の一つである。

⑩　高度な問題では知的能力をねらいとして言葉や文章で解答させたが，むずかしかった

　とする者が27．3％いることから，言葉や文章での解答を簡易化することも必要であろう。

α1〉補充教材→補充問題を学習すべき者の学習のコースが混乱したので，授業中の実態把

　握と教師の助言を伴わせながら，補充教材→補充問題の学習は発展問題と関連させて再

　検討する必要がある。

（12）単元全体の発展問題の達成度を通過した者が60．4％であること，及び個人別にみた「基

　本問題YE　S→発展問題Y　E　S」の者の割合が61．8％を示して，当初想定した70％前後

　を下回ったことから，発展問題YE　Sが50％以下であるIII，IV，V，IX，Xの学習内容

　の教材構成と問題設定についての検討も必要である。

（13）本来の学習の流れ以外のコースの実施率が9．0％であること，個人別にみた「基本問題

　YE　S→発展問題YE　S」の通過率が50％以下の者が26．0％いること及び教材と問題が

　続いたことに対して15．9％の者がむずかしかったとしたこと等からみて，教材内容をわ

　かりやすく再構成し，問題の意味内容を理解しやすいように工夫するとともに，コース

　分け学習の学習の仕方を十分に理解させること等，コース分け学習全般にういてのきめ

　細かな研究を継続する必要がある。
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